
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

県
身
連
の
平
成
二
十
六
年
度
事

業
計
画
と
収
支
予
算
が
、
理
事
会

並
び
に
評
議
員
会
で
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
予
算
額

は
、
六
千
七
百
六
十
一
万
八
千
円

で
前
年
度
予
算
と
比
較
す
る
と
二

百
三
十
六
万
八
千
円
の
減
少
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
主
な
理
由
は
、

神
奈
川
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進

セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
委
託
費
及
び

神
奈
川
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

業
委
託
費
の
大
幅
な
削
減
に
よ
る

も
の
で
す
。 

 

県
身
連
の
平
成
二
十
六
年
度
の

事
業
活
動
は
、
関
係
各
位
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
次
の
方

針
の
も
と
に
進
め
ま
す
。 

一
．
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、
さ

ら
な
る
効
率
化
を
図
り
、
公
益
目

的
事
業
を
行
う
。 

二
．
災
害
時
の
障
害
者
へ
の
支
援

体
制
の
充
実
を
図
る
よ
う
関
係
機 

  神奈川県身体障害者連合会会報 
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□わがまち海老名（海老名市）…………………………③ 
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関
へ
働
き
か
け
を
行
う
。 

三
．
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
に
向
け
た
事
業
の
充

実
を
図
る
。 

ま
た
、
売
店
運
営
に
つ
い
て
は
、

経
費
の
節
減
を
進
め
な
が
ら
当
連 

合
会
の
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
本
年
度
予
算
の
的 

                   

確
か
つ
効
率
的
な
執
行
を
図
り
、

会
員
各
位
の
自
主
的
、
積
極
的
な

参
加
の
も
と
に
法
人
の
目
的
達
成

に
努
め
る
。 

平成26年度神奈川県身体障害者連合会事業予算 

№ 事 業 科 目 本年度予算 増 減 

1 会 議 費 245,000 ▲25,000 

2 負 担 金 165,000 0 

3 雑   費 50,000 0 

4 管 理 諸 費 850,000 0 

5 地域団体組織強化費 80,000 0 

6 広報活動費 1,140,000 0 

7 身体障害者福祉推進活動費 70,000 0 

8 部会活動費 1,170,000 0 

9 日身連大会等参加費 454,000 ▲71,000 

10 相談事業費 60,000 0 

11 体育振興費 230,000 0 

12 福祉大会費 1,150,000 0 

13 社会参加推進センター事業運営費 13,995,000 ▲1,465,000 

14 神奈川県障害者スポーツ振興事業費 31,660,000 ▲1,670,000 

15 音声機能障害者発声訓練事業費 1,495,000 595,000 

16 県障害者スポーツ大会開催費 2,404,000 78,000 

17 全国障害者スポーツ大会相模原市選手団派遣費 7,200,000 ▲1,310,000 

18 全国障害者スポーツ大会ソフトボール関東ブロック予選会開催事業費 1,500,000 1,500,000 

19 県障害者スポーツ振興協議会事務委託費 3,700,000 0 

合   計 67,618,000 ▲2,368,000 

 

(1) 第126号      身 障 か な が わ       平成 26年 4月 15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一
月
二
十
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

お
い
て
、
政
府
は
「
障
害
者
の
権
利

に
関
す
る
条
約
（
障
害
者
権
利
条

約
）
」
の
批
准
書
を
吉
川
国
連
代
表

部
大
使
を
通
じ
て
、
国
連
事
務
総
長

に
寄
託
し
ま
し
た
。 

 

障
害
者
権
利
条
約
は
昨
年
十
二
月

四
日
に
、
批
准
の
た
め
の
国
会
承
認

を
得
て
、
手
続
を
す
す
め
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
よ
り
日
本
は
百
四
十

一
カ
国
目
の
締
約
国
と
し
て
そ
の
名

を
連
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

寄
託
日
か
ら
三
十
日
目
と
さ
れ
る
二

月
一
九
日
か
ら
、
条
約
が
国
内
で
効

力
を
発
揮
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
は
条
約
の
批
准
を
目
標

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
障
害
者
基
本
法

の
改
正
、
障
害
者
総
合
支
援
法
の
成

立
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
成
立
な

ど
、
国
内
法
制
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
条
約
の
完

全
実
施
を
目
指
し
て
、
社
会
に
お
け

る
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

全
て
の
人
が
と
も
に
個
性
を
尊
重
し

合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
を
ど
う

実
現
し
て
い
く
か
、
国
・
地
方
自
治

体
は
も
と
よ
り
、
障
害
者
団
体
が
今

後
担
う
役
割
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

     
 

障

害

者

権

利

条

約 

条
文
構
成 

前
文 

第
一
条
：
目
的 

第
二
条
：
定
義 

第
三
条
：
一
般
原
則 

第
四
条
：
一
般
的
義
務 

第
五
条
：
平
等
及
び
無
差
別 

第
六
条
：
障
害
の
あ
る
女
子 

第
七
条
：
障
害
の
あ
る
児
童 

第
八
条
：
意
識
の
向
上 

第
九
条
：
施
設
及
び
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用

の
容
易
さ 

第
十
条
：
生
命
に
対
す
る
権
利 

第
十
一
条
：
危
険
な
状
況
及
び
人
道
上
の

緊
急
事
態 

第
十
二
条
：
法
律
の
前
に
ひ
と
し
く
認
め

ら
れ
る
権
利 

第
十
三
条
：
司
法
手
続
き
の
利
用
の
機
会 

第
十
四
条
：
身
体
の
自
由
及
び
安
全 

第
十
五
条
：
拷
問
又
は
残
虐
な
、
非
人
道

的
な
若
し
く
は
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱

い
若
し
く
は
刑
罰
か
ら
の
自
由 

第
十
六
条
：
搾
取
、
暴
力
及
び
虐
待
か
ら

の
自
由 

第
十
七
条
：
個
人
を
そ
の
ま
ま
の
状
態
で

保
護
す
る
こ
と 

第
十
八
条
：
移
動
の
自
由
及
び
国
籍
に
つ

い
て
の
権
利 

第
十
九
条
：
自
立
し
た
生
活
及
び
地
域
社

会
へ
の
包
容 

第
二
十
条
：
個
人
の
移
動
を
容
易
に
す
る

こ
と 

第
二
十
一
条
：
表
現
及
び
意
見
の
自
由
並

び
に
情
報
の
利
用
の
機
会 

第
二
十
二
条
：
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
尊
重 

第
二
十
三
条
：
家
庭
及
び
家
族
の
尊
重 

第
二
十
四
条
：
教
育 

第
二
十
五
条
：
健
康 

第
二
十
六
条
：
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
適 

応
の
た
め
の
技
術
の
習
得
）
及
び
リ
ハ 

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

第
二
十
七
条
：
労
働
及
び 

雇
用 

第
二
十
八
条
：
相
当
な
生 

活
水
準
及
び
社
会
的
な 

保
障 

第
二
十
九
条
：
政
治
的
及
び
公
的
活
動
へ

の
参
加 

第
三
十
条
：
文
化
的
な
生
活
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
余
暇
及
び
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

参
加 

第
三
十
一
条
：
統
計
及
び
資
料
の
収
集 

第
三
十
二
条
：
国
際
協
力 

第
三
十
三
条
：
国
内
に
お
け
る
実
施
及
び

監
視 

第
三
十
四
条
：
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る

委
員
会 

第
三
十
五
条
：
締
約
国
に
よ
る
報
告 

第
三
十
六
条
：
報
告
の
検
討 

第
三
十
七
条
：
締
約
国
と
委
員
会
と
の
間

の
協
力 

第
三
十
八
条
：
委
員
会
と
他
の
機
関
と
の

関
係 

第
三
十
九
条
：
委
員
会
の
報
告 

第
四
十
条
：
締
約
国
会
議 

第
四
十
一
条
：
寄
託
者 

第
四
十
二
条
：
署
名 

第
四
十
三
条
：
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
の
同
意 

第
四
十
四
条
：
地
域
的
な
統
合
の
た
め
の

機
関 

第
四
十
五
条
：
効
力
発
生 

第
四
十
六
条
：
留
保 

第
四
十
七
条
：
改
正 

第
四
十
八
条
：
廃
棄 

第
四
十
九
条
：
利
用
し
や
す
い
様
式 

第
五
十
条
：
正
文 

末
文 
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「
逆
川
跡
」
国
分
寺
の
建
立
の
資

材
を
運
ぶ
た
め
、
目
久
尻
川
か
ら
水

を
引
い
た
運
河
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ

ま
す
。
河
童
の
伝
説
の
残
る
目
久
尻

川
は
、
鯉
、
野
鳥
も
多
く
見
ら
れ
、

川
沿
い
は
散
策
す
る
の
に
最
適
で
あ

り
、
多
く
の
人
々
が
楽
し
ん
で
い
ま

す
。 平

安
の
面
影
残
す
千
手
観
音
さ
ま

「
国
指
定
重
要
文
化
財
」
龍
峰
寺
木

造
千
手
観
音
立
像
は
二
本
を
頭
上
で

組
む
像
容
は
、
京
都
の
清
水
寺
本
尊

像
と
共
通
す
る
も
の
で
、
「
清
水
寺

式
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
平
安
期
の
特

徴
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
玉
眼
嵌
入

の
技
法
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
補
修
も

し
く
は
再
興
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
そ
う
で
す
。 

 

そ
の
他
に
も
、
秋
葉
山
古
墳
群
「

国
指
定
史
跡
」
県
下
で
も
有
数
の
規

模
を
誇
る
大
規
模
な
前
方
後
円
墳
の

瓢
箪
塚
古
墳
で
あ
り
ま
す
。 

見
所
の
多
い
海
老
名
に
是
非
み
な
さ

ん
来
て
下
さ
い
。 

わ
が
ま
ち
海
老
名 

 

 

海
老
名
市 

今
福

い
ま
ふ
く 

秀 ひ
で

雄 お 

 

東
に
相
模
国
分
寺
跡
、
西
に
開
発

真
っ
最
中
の
商
業
施
設
、
南
に
東
名

高
速
海
老
名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
、
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
北
に
圏
央
道
が
延

び
て
相
模
原
ま
で
開
通
し
て
い
ま
す
。

海
老
名
は
今
、
目
を
見
張
る
ほ
ど
の

発
展
め
ざ
ま
し
い
ま
ち
で
す
。 

 

海
老
名
の
シ
ン
ボ
ル「
七
重
の
塔
」。

こ
の
塔
は
か
つ
て
相
模
国
分
寺
に
建 

ち
、
現
在
で
も
礎
石
が
残
り
、 

そ
の
巨
大
さ
を
物
語
っ
て
い
ま 

す
。 

       

日
本
国
内
で
は
奈
良
県
法
起
寺

の
三
重
塔
が
現
存
す
る
日
本
最
古
、

五
重
塔
で
は
相
模
国
分
寺
と
同
じ
、

伽
藍
配
置
で
あ
る
法
隆
寺
の
も
の
が

現
存
す
る
最
古
の
も
の
と
さ
れ
、
そ

の
構
造
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
工

法
に
も
ア
イ
デ
ア
を
与
え
て
い
る
の

で
す
。 

三
浦
の
海
岸
線
を
往
く 

三
浦
市 

飯
島

い
い
じ
ま 

定
夫

さ

だ

お 

 

京
浜
急
行
三
浦
海
岸
駅
を
起
点
と

し
て
、
東
周
り
で
海
岸
線
に
沿
っ
て

主
な
所
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

海
岸
方
面
へ
行
く
と
県
道
に
出
る
、

東
京
湾
が
見
え
て
広
い
砂
浜
は
、
県

下
有
数
の
三
浦
海
岸
海
水
浴
場
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
道
沿
い
に

駐
車
場
が
あ
り
、
こ
こ
を
利
用
し
三

浦
国
際
マ
ラ
ソ
ン
の
出
発
点
と
し
て
、

毎
年
三
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年

は
二
日
（
日
）
小
雨
の
寒
さ
に
耐
え

な
が
ら
選
手
約
一
万
余
名
が
頑
張
っ

て
走
っ
て
い
ま
し
た
。
暫
く
進
み
丘

を
越
え
る
と
剱
崎
灯
台
入
口
で
す
。

再
び
海
岸
に
下
り
る
と
松
輪
港
が
見

え
、
多
く
の
釣
り
船
が
繋
留
さ
れ
て

お
り
「
松
輪
サ
バ
」
で
有
名
な
港
で

す
。
海
岸
を
過
ぎ
る
と
畑
が
広
が
り
、

三
浦
大
根
の
産
地
を
目
の
前
に
見
な

が
ら
行
く
と
、
そ
の
先
に
三
浦
半
島

唯
一
の
風
力
発
電
塔
で
近
寄
っ
て
観

る
と
そ
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
す
。
付

近
一
帯
は
公
園
に
な
っ
て
お
り
、
休

日
に
は
親
子
連
れ
で
賑
や
か
と
聞
き

ま
し
た
。 

 

発
電
塔
を
過
ぎ
て
三
崎
港
に
着
く
。 

港
の
中
心
部
は
二
階
建
て
の
「
う
ら

り
」
で
一
階
は
水
産
加
工
物
や
農
産

物
な
ど
の
店
が
あ
り
、
観
光
バ
ス
は

必
ず
近
く
に
止
ま
り
、
土
曜
日
曜
は

買
い
物
客
で
賑
や
か
で
す
。 

 

三
崎
と
言
え
ば
「
ま
ぐ
ろ
」
で
、

車
道
に
面
し
た
店
先
に
は
ま
ぐ
ろ
を

印
し
た
「
登
り
旗
」
が
随
所
に
見
ら

れ
、
こ
の
辺
り
で
ま
ぐ
ろ
の
ド
ン
ブ

リ
な
ど
を
頂
く
の
も
楽
し
み
で
す
。

「
う
ら
り
」
の
二
階
は
、
食
堂
と
「
み

さ
き
ホ
ー
ル
」
が
あ
り
、
小
劇
場
な

が
ら
地
域
の
各
種
活
動
や
名
士
の
講

演
会
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
特

に
、
毎
年
四
月
に
は
最
大
の
大
会
「
み

さ
き
甚
句
・
だ
ん
ち
ょ
ね
節
コ
ン
ク

ー
ル
全
国
大
会
」
が
、
今
年
は
四
月

十
三
日
に
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
大
会

に
は
全
国
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
大
会
の
総

合
優
勝
者
に
は
、
○
○
キ
ロ
の
「
ま

ぐ
ろ
一
尾
」
が
贈
呈
さ
れ
る
の
で
、

話
題
性
も
あ
り
年
々
人
気
が
高
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に 

は
、
「
油
壺
の
水
族
館
」 

な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
こ 

の
辺
り
で
終
り
ま
す
。 

 
 

(3) 第126号         身 障 か な が わ         平成 26年 4月 15日 

市町村のページ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

     
  

 
      

ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部 

年
会
費
改
定 

 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
消

費
税
が
八
％
に
増
率
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
よ
り
日
身
連
に
対

し
、
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
の
一
般
会
員

の
年
会
費
を
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
、

特
別
会
員
も
同
様
に
改
定
す
る
旨
の

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
ジ
パ
ン
グ
倶
楽

部
特
別
会
員
の
年
会
費
が
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 【
年
会
費
】 

一
，
三
五
〇
円(

現
行
一
三
〇
〇
円) 

【
再
発
行
】 

六
二
〇
円(

現
行
六
百
円) 

【
変
更
日
】 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日 
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事業案内・報告 

期 日：平成２６年 ６月１０日（火）～１２日（木） 

行 程（２泊３日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旅行代金：８９，０００円（２名１室） ８７，０００円（３名～４名１室） 

 集合場所・時刻：羽田空港第一旅客ターミナル 南ウイング2階1番時計台前 

         ７時３０分集合 

 申  込：各市町村身体障害者団体へご連絡ください。 

申込締切：４月２５日（金） 

      ☆５月９日（金）以降の取消は、規定のキャンセル料がかかります。 

宿泊施設：１泊目…マリオットリゾート＆スパ 

     ２泊目…ロワジールホテル那覇 

見学施設：・ひめゆりの塔は舗装されていないので、多少段差があります。 

     ・平和記念公園は見学に支障はありません。 

     ・万座毛は舗装されていませんので、多少段差があります。 

     ・美ら海水族館、琉球村は見学に支障はありません。 

     ・首里城は見学に支障はありません。 

〈１日目〉 

羽田空港→那覇空港→ひめゆりの塔(参拝・昼食)→平和祈念公園資料館(見学) 

→恩納村(泊) 

〈２日目〉 

恩納村→万座毛(見学)→沖縄海洋博公園(美ら海水族館見学・昼食)→琉球村(見学) 

→那覇市内（泊） 

〈３日目〉 

 那覇市内→世界遺産/守礼の門・首里城（見学・昼食）→那覇市内（お買い物） 

 →那覇空港→羽田空港 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

第
三
十
三
回
足
柄
上
郡 

障
害
者
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

 

山
北
町 

宮
里

み
や
ざ
と 

妙
子

た

え

こ 

今
年
度
も
二
月
七
日
（
金
）
に
「
第

三
十
三
回
足
柄
上
郡
障
害
者
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
」
が
上
郡
五
町
（
大
井
、

開
成
、
中
井
、
松
田
、
山
北
）
の
社

会
福
祉
協
議
会
の
主
催
で
開
か
れ
ま

し
た
。
毎
年
民
間
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

の
ご
好
意
で
レ
ー
ン
を
貸
し
切
り
、

靴
も
ボ
ー
ル
も
お
借
り
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
障
害
の
ハ
ン
デ
ィ
を
少

し
で
も
な
く
す
た
め
、
レ
ー
ン
間
の

溝
を
柵
に
換
え
ガ
ー
タ
ー
に
な
ら
な

い
状
態
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
五
町

か
ら
合
わ
せ
て
七
〇
名
が
参
加
し
、

各
レ
ー
ン
二
、
三
名
で
一
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
終
了
後
は

全
体
か
ら
上
位
三
名
と
障
害
別
に
部

門
賞
が
表
彰
さ
れ
、
そ
の
他
に
ボ
ウ

リ
ン
グ
場
か
ら
十
個
の
賞
が
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
発
表
の
度
に
大
き
な
歓

声
が
お
こ
り
、
今
年
も
盛
り
上
が
っ

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
に
入

っ
た
時
は
少
し
涼
し
く
感
じ
ま
し
た

が
、
終
わ
る
頃
に
は
汗
ば
む
ほ
ど
に 

な
っ
て
い
ま
し
た
。 

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
は
交
通
の
便
の
悪

い
所
に
あ
る
た
め
、
個
人
で
は
な
か

な
か
行
け
ま
せ
ん
が
、
年
に
一
度
と

は
言
え
行
事
と
し
て
送
迎
し
て
い
た

だ
き
、
参
加
で
き
る
の
は
好
き
な
方

は
勿
論
、
ス
ポ
ー
ツ
の
苦
手
な
私
で

も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
て
い
ま
す
。 

 

三
十
三
年
の
間
に
は
ボ
ウ
リ
ン
グ

場
の
倒
産
も
あ
り
、
現
在
は
三
カ
所

目
と
聞
い
て
い
ま
す
。
「
ボ
ウ
リ
ン

グ
に
親
し
ん
で
欲
し
い
」
と
挨
拶
さ

れ
た
オ
ー
ナ
ー
の
お
気
持
ち
が
ど
の

経
営
者
に
も
あ
っ
て
、
続
け
て
下
さ

っ
て
い
る
の
だ
と
改
め
て
感
謝
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
若
い
障
害
者
が

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
め
る
よ
う
続
け

て
頂
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。 
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み
ん
な
の
広
場 

 
県税事務所については、税務手続きの電子化などの環境変化を踏まえ、 

平成26年4月1日から18事業所から12事業所に再編・統合しました。 

現 行 再 編 ・ 統 合 後 

H26年3月31日まで H26年4月1日から 統合後の所管区域 

横浜県税事務所 
保土ヶ谷県税事務所 

横浜県税事務所 
横浜市中区山下町72 
神奈川自治会館6階、7階 

横浜市西区、中区、保土ヶ谷区、旭区、瀬谷区 

南県税事務所 
戸塚県税事務所 

戸塚県税事務所 
横浜市戸塚区上倉田町449 

横浜市南区、港南区、磯子区、金沢区、戸塚区、栄区、 
泉区 

高津県税事務所 
麻生県税事務所 

高津県税事務所 
川崎市高津区溝口1-6-12 

川崎市中原区、高津区、宮前区、多摩区、麻生区 

横須賀県税事務所 
鎌倉県税事務所 

横須賀県税事務所 
  横須賀市日の出町2-9-19 

横須賀市、鎌倉市、逗子市、三浦市、三浦郡(葉山町) 

小田原県税事務所 
足柄上県税事務所 

小田原県税事務所 
  小田原市荻窪350-1 

小田原市、南足柄市、足柄上郡(中井町、大井町、松田町、
山北町、開成町)、足柄下郡(箱根町、真鶴町、湯河原町) 

厚木県税事務所 
大和県税事務所 

厚木県税事務所 
  厚木市水引2-3-1 

厚木市、大和市、海老名市、座間市、綾瀬市、愛甲郡 
（愛川町、清川村） 

神奈川県税事務所 
緑県税事務所 
川崎県税事務所 
相模原県税事務所 
平塚県税事務所 
藤沢県税事務所 

変更ありません 

・納税証明書の交付請求、自動車税の減免申請等、県税の納付については、所管区域にかかわらず県内の各県税事務所 
 で受け付けています。 
・平成２６年度から、インターネットを利用してクレジットカードで自動車税が、コンビニエンスストアで個人事業税 
 及び不動産所得税が、それぞれ納付できるようになります。 
・法人県民税・事業税の申告、届出等は、インターネット(エルタックス「地方税の電子申告」)で行うことができます。 



 

 

 

 

 

 

異
変
を
感
じ
た
両
親
は
、
あ
る
眼
科

医
の
診
察
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
視
力

に
障
害
が
有
る
と
告
げ
ら
れ
た
。
若

い
両
親
に
と
っ
て
、
言
葉
で
は
言
い

尽
く
せ
な
い
程
の
衝
撃
で
あ
っ
た
。

そ
の
日
か
ら
幼
い
私
を
連
れ
て
の
病

院
通
い
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

あ
ち
ら
の
眼
科
医
、
こ
ち
ら
の
病

院
と
来
院
し
、
診
察
を
受
け
た
が
ど

こ
も
思
わ
し
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

藁
に
も
縋
る
思
い
で
神
人
・
祈
祷
な

ど
、
私
の
眼
を
直
そ
う
と
両
親
は
必

死
の
思
い
で
あ
っ
た
。
そ
う
こ
う
し

て
い
る
内
に
戦
火
は
激
し
く
な
り
、

病
院
通
い
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て

き
た
。 

   
視
覚
障
害
者
の
視
点 

「私
の
生
い
立
ち
」 

 

視
力
部 
新
井

あ

ら

い 

修
身

お

さ

み 

 

私
は
先
天
盲
で
、
生
ま
れ
た
の
は

あ
の
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
昭
和

十
六
年
、
父
二
十
七
歳
、
母
二
十
四

歳
の
年
で
し
た
。 

 

両
親
が
、
私
の
眼
に
障
害
が
有
る

と
気
付
い
た
の
は
、
生
後
半
年
程
経

っ
た
頃
「
名
前
を
呼
ん
で
も
振
り
向

か
な
い
・
相
手
の
顔
を
見
よ
う
と
し

な
い
・
太
陽
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
」 

 

昭
和
二
十
年
、
私
が
四
歳
の
時
再
び

眼
科
医
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。
診
断
結
果
は
「
こ
の
子
の
眼
は
治

ら
な
い
の
で
、
盲
教
育
を
受
け
た
方
が

良
い
」
と
の
失
明
宣
告
で
あ
っ
た
。
昭

和
二
十
三
年
私
は
盲
学
校
へ
入
学
し

ま
し
た
。
親
元
を
離
れ
て
の
寮
生
活
、

入
学
当
初
は
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
り
、

つ
ら
い
こ
と
も
有
り
ま
し
た
が
、
同
じ

障
害
を
持
つ
仲
間
と
の
学
生
生
活
は

楽
し
く
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。
そ
し

て
昭
和
四
十
年
、
盲
学
校
を
卒
業
し
、

あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師
免
許

、
鍼
師
免
許
、
灸
師
免
許
を
取
得
、
自

宅
開
業
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 

編
集
委
員
に
な
っ
て
一
年
半
が
経

ち
ま
し
た
。
身
体
障
害
者
の
思
い
や

活
動
を
広
く
発
信
で
き
た
ら
と
考
え
、

先
輩
の
方
々
と
相
談
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。 

先
日
、
藤
沢
市
の
辻
堂
駅
近
く
に

開
設
さ
れ
た
湘
南
ロ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
を
見
学
し
ま
し
た
。
皮
膚
の
生
体

電
位
に
よ
り
機
能
低
下
し
た
四
肢
を

自
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
動
か
し
リ
ハ

ビ
リ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
現
在
日
本
で
は
保
険
認
可
が
お

り
て
い
な
い
た
め
自
費
扱
い
で
す
。

早
め
の
保
険
適
用
を
望
み
ま
す
。 

こ
の
冬
は
立
春
を
過
ぎ
て
大
雪
が

降
り
、
積
雪
は
近
年
に
な
い
も
の
で
、

義
足
の
私
は
家
に
こ
も
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
日
々
疲
労
気
味
の

た
め
神
様
に
休
養
し
な
さ
い
と
命
じ

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
皆
さ
ん

は
ど
ん
な
雪
模
様
で
し
た
か
？ 

ま
た
、
「
身
障
か
な
が
わ
」
へ
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
編
集
活

動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

編
集
委
員 

種
田

た

ね

だ

多
化
子

た

か

こ (

肢
体
部)
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編

集

室

か

ら 

 
<4月> 
6日(日)  県障害者スポーツ大会[ボウリング](知的)  
      (湘南とうきゅうボウル) 
6日(日)  県障害者スポーツ大会[アーチェリー](身体) 
      (県総合リハビリテーションセンター) 
13日(日)  県身体障害者ボウリング大会 
      (湘南とうきゅうボウル) 
19日(土)  知的バスケットボール競技関東地区予選会  
～20日(日) (秦野市総合体育館) 
20日(日)  知的ソフトボール競技関東地区予選会 
      (サーティーフォー相模原球場) 
22日(火)  肢体部会監事監査 
      (県社会福祉会館) 
22日(火)  身障かながわ編集委員会 
      (県社会福祉会館) 
27日(日)  県障害者スポーツ大会[ＦＤ] 
      (秦野市中央運動公園) 
<5月> 
11日(日)  県障害者スポーツ大会[陸上]（知的） 
      (県立体育センター) 
12日(月)  日身連関東ブロック団体長会議 
～13日(火) (東京都) 
13日(火)  肢体部会代議員会 

 (県社会福祉会館) 
14日(水)  社会参加推進協議会 
      (県社会福祉会館) 
18日(日)  県障害者スポーツ大会[陸上]（身体） 
      (県立体育センター) 
22日(木)  第58回日本身体障害者福祉大会 
～23日(金) (島根県) 
下旬   県身連理事会・評議員会 

      (県社会福祉会館) 
 下旬   肢体部会青年部部長会議 
      (県社会福祉会館) 
<6月> 
10日(火)  肢体部会社会見学 
～12日(木) (沖縄県) 
15日(日)  県障害者スポーツ大会[卓球・STT] 
      (寒川総合体育館) 
20日(金)  肢体部会女性部研修会・部長会議 
～21日(土) (伊豆潮風館) 
<7月> 
6日(日)  県障害者スポーツ大会[水泳] 
      (さがみはらグリーンプール) 
16日(水)  身体障害者富士登山 
      (富士山5～7合目) 
 
※問い合わせ 電話：０４５－３１１－８７３６  

           ０４５－３１１－８７４４  
              [推進センター]  
        ＦＡＸ：０４５－３１６－６８６０  

http://www32.ocn.ne.jp/~kanagawa_sinsho   

県身連事業予定 

第５９回神奈川県身体障害者福祉大会 

 平成２６年度の福祉大会を次の通り 

開催いたします。 

 期日 平成２６年 ９月 ７日(日) 

 会場 綾瀬市文化会館 

 


